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●
愛
媛
の
美
人
の
湯
・
鈍
川
♨

　
平
成
二
十
五
年
十
月
十
八
日
、
鈍
川
温
泉
郷
の
国
民
宿
舎

玉
川
荘
跡
地
に
「
鈍
川
す
っ
ぴ
ん
美
人
の
足
湯
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鈍
川
温
泉
郷
の
活
性
化
事
業
の
一

環
と
し
て
、
今
治
商
工
会
議
所
が
整
備
し
た
も
の
で
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
の
午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
（
冬
季
は
午
後
三

時
）
に
無
料
で
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
鈍
川
温
泉
の
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
、
フ
ッ
素
と

ラ
ド
ン
を
含
み
、
約
二
〇
度
の
冷れ

い
こ
う
せ
ん

鉱
泉
が
湧
出
し
ま
す
。
冷

鉱
泉
の
た
め
、
加
熱
の
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
水
風

呂
と
し
て
利
用
す
る
温
泉
旅
館
も
あ
り
ま
す
。
源
泉
は
、
温

泉
郷
の
場
所
以
外
に
、
数
㎞
先
の
木
地
川
上
流
域
に
も
あ
り

ま
す
。〝
美
人
の
湯
〞
で
も
知
ら
れ
、
女
性
の
お
肌
（
美
容
）

に
も
い
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
愛
媛
県
は
、麗

う
る
わ

し
い
女
神
を
意
味
す
る
県
名
で
、

わ
が
国
最
古
の
歴
史
書
『
古
事
記
』
の
国
生
み
神
話
に
そ
の

由
来
が
登
場
し
ま
す
。
そ
こ
に
〝
伊
予
国
を
愛え

ひ

め

比
売
と
謂い

ひ
〞
の
一
節
が
あ
り
、
こ
の
女
神
に
〝
愛
媛
〞
の
文
字
を
当

て
た
の
が
今
治
藩
医
（
国
学
者
）
の
半な
か
ら
い
ご
あ
ん

井
梧
菴
で
し
た
。
全

国
四
十
七
都
道
府
県
で
、
神
話
の
女
神
が
県
名
と
な
っ
て
い

る
の
は
愛
媛
だ
け
で
す
。

今
治
歴
史
散
歩

●
楠く
す
く
ぼ窪
冷
泉
浴
場
の
開
場

　
梧
菴
は
近
世
伊
予
を
代
表
す
る
地
誌
『
愛
媛
面
影
』
の
著

者
で
も
知
ら
れ
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
石い
し
づ
ち鐵
県
（
愛

媛
県
の
前
身
）
の
委
嘱
で
伊
予
の
『
地
理
図
誌
』
編
纂
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
同
七
年
に
こ
れ
を
発
行
。
こ
の
中
の
越
智

郡
鈍
川
村
の
項
目
に
、
鈍
川
温
泉
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
楠
窪
冷

泉
浴
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
温
泉
郷
の
辺
り
は
楠
窪
と
呼
ば
れ
、
梧
菴
が
踏
査

し
た
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
冷
硫
黄
泉
の
湯
治
場
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
頑
固
な
傷
冷
毒
や
婦
人
子
宮
衝
逆
痛
な
ど
に

効
き
、
そ
の
効
能
は
温
泉
に
も
勝
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

（
泉
質
調
査
結
果
を
記
載
）。
浴
場
施
設
の
配
置
図
も
描
か

れ
、
二
段
に
造
成
さ
れ
た
木
地
川
の
左
岸
に
、
養
生
所
・
休

息
所
・
浴
室
・
泉
室
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
の
浴
場
は
、
明
治
四
〜
五
年
に
旧
今
治
藩
主
の
久
松
定さ
だ

法の
り

が
整
備
し
ま
し
た
。
近
く
の
敷し
き

蒔ま
き

山や
ま

が
藩
の
御お

狩か
り

場ば

で
も

あ
っ
た
の
で
、
土
地
の
事
情
に
は
詳
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
鈍
川
村
（
神み

子こ

之の

森も
り

）
は
、
幕
末
に
今
治
城
の
移
転
計

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
十
五
回
は
、

伊
予
三
湯
の
一
つ
で
知
ら
れ
る
鈍に

ぶ
か
わ川
温
泉
の

由
来
を
紹
介
し
、
鈍
川
地
区
に
温
泉
歓
楽
街

が
形
成
さ
れ
る
背
景
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
十
五
回
　
鈍
川
温
泉
の
身
近
な
ル
ー
ツ

〈今治歴史散歩〉

昭和初期の鈍川温泉郷（写真集『時の瞬き』より）

楠窪冷泉浴場之図
　（『伊予国地理図誌（東予）』より）
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〈今治歴史散歩〉

画
が
持
ち
上
が
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
廃
藩
置
県
で
定
法
が
今
治
を
去
る
と
、
明
治
六

年
に
こ
の
浴
場
施
設
は
士
族
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
当
時
の
広
告
に
は
、
温
浴
料
一
日
壱
銭
五
厘
・
冷
浴
料

一
日
八
厘
・
養
生
処
宿
料
な
ど
が
記
さ
れ
ま
す
。
当
初
、
春

夏
の
入
湯
客
で
賑
わ
う
も
、
冬
季
の
客
の
落
ち
込
み
と
交
通

の
便
の
悪
さ
で
、
同
九
年
頃
に
廃
止
へ
と
い
た
り
ま
す
。

●
鈍
川
温
泉
の
開
場

　
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
頃
、
鈍
川
村
有
志
が
発
起
人
と

な
り
、
村
の
地
域
活
性
化
を
目
的
に
浴
場
の
再
興
事
業
が
持

ち
上
が
り
ま
し
た
。
当
時
、
国
鉄
讃さ
ん

予よ

線
の
敷ふ

設せ
つ

が
伊
予
西

条
駅
ま
で
西
進
し
、
今
治
駅
の
開
業
を
二
〜
三
年
後
に
控
え

て
い
ま
し
た
（
同
十
三
年
二
月
開
業
）。
再
興
の
背
景
に
は

交
通
網
の
発
達
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
全
国
的
に
観
光
・

旅
行
ブ
ー
ム
が
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
の
浴
場
廃
止
後
、
施
設
は
解
体
さ
れ
て
田
地
へ
と
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
湧
水
を
村
人
が
持
ち
帰
り
浴
用
と
す

る
な
ど
、
治
疾
の
効
果
が
顕
著
で
し
た
。
そ
こ
で
、
村
民
か

ら
出
資
金
を
募
っ
て
組
合
組
織
を
つ
く
り
、
浴
場
設
備
を
整

え
て
道
路
の
改
修
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
鈍
川
温
泉
組
合
経
営
に
よ
る
鈍
川
温
泉
（
本

館
）
が
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
十
八
日
に
開
場
し

ま
す
。
当
時
の
様
子
を
、
海
南
新
聞
は
「
自
動
車
賃
は
今
治

市
よ
り
『
愛
媛
自
動
車
』
一
圓
で
入
浴
料
は
十
銭
で
止
宿
料

は
一
切
木き

賃ち
ん

制
度
と
し
客
人
の
需も
と

め
に
應お
う

じ
て
食
物
を
出
す

と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
居
る
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
四
月
に
は
、
吉
井
勇
が
歌
行

脚
で
サ
ク
ラ
の
名
所
・
千
せ
ん
び
き
と
う
げ

疋
峠
を
訪
ね
、
鈍
川
温
泉
の
鶯お
う

鳴め
い

館か
ん

に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
彼
の
全
集
八
巻
『
紀
行
』
に
、「
帽

子
も
か
ぶ
ら
ず
、
タ
オ
ル
の
手て
ぬ
ぐ
い拭
の
後
鉢
巻
、
宿
の
褞ど

て

ら袍
を

尻
か
ら
げ
に
し
て
、
鈍
川
温
泉
を
出
発
せ
る
は
…
」
の
一
文

が
見
ら
れ
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
中
は
寂
れ
、
海
軍
の
療
養
所

に
す
る
話
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
鈍
川
温
泉
の
再
生
は
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
春

に
動
き
だ
し
ま
す
。
瀬
戸
内
運
輸
㈱
・
瀬
戸
内
海
汽
船
㈱
ら

が
鈍
川
温
泉
本
館
を
買
収
し
て
鈍
川
温
泉
観
光
㈱
を
つ
く

り
、
近
代
設
備
の
整
っ
た
観
光
ホ
テ
ル
が
誕
生
。
国
鉄
周
遊

地
の
指
定
を
受
け
て
、
バ
ス
の
便
数
も
増
え
ま
す
。
同
社
が

昭
和
三
十
七
年
に
増
設
し
た
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、
三
百
人
が

会
食
で
き
る
演
舞
場
つ
き
大
広
間
（
八
十
畳
）
を
備
え
て
い

ま
し
た
。
他
の
旅
館
も
こ
れ
に
つ
づ
き
、
カ
ド
ヤ
別
荘
が
同

二
十
九
年
、
国
民
宿
舎
玉
川
荘
が
三
十
六
年
、
別
館
美み

賀か

登ど

が
三
十
八
年
…
と
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
現
在
の
状
況
に
近

い
温
泉
郷
と
な
り
、
玉
川
町
の
山
峡
に
歓
楽
街
が
誕
生
し
た

の
で
す
。

鈍川すっぴん美人の足湯（旧国民宿舎玉川荘跡）

鈍川温泉のバス停留所　（昭和46年、近藤福太郎氏撮影）


